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             【５月行事予定表】 令和６年度/下校時間１９時 
※SB（スクールバス）欄の☆は特別運行日です。本校 HPでご確認下さい。 

日 曜 給食 附属中学校 附属高等学校 SB 

1 水 ○ 月曜①～⑥  ☆ 

2 木 ○ 土曜①～③＋木曜④～⑦  

3 金   憲法記念日  

4 土   みどりの日  

5 日   こどもの日  

6 月   振替休日  

7 火 ○ 
  

高１内科検診・心電図(①～④、授業並行） 

高３小論文受講説明会（放課後） 
 

8 水 ○ 
中１内科検診・心電図 

（① ～④、授業並行）   
 

9 木 ○     

10 金 ○      

11 土   土曜休業日   

12 日        

13 月 ○ 避難訓練 ☆ 

14 火   午前授業 土曜①～③ ☆ 

15 水 ○ 内科検診（未受診者，放課後）  

16 木 ○ 中学歯科検診（⑤～⑦，授業並行）    

17 金 ○      

18 土   
学級 PTA（中 1・2：13時 30 分～） 

       （中 3・高 1・2：15時 30分～） 
 

19 日        

20 月 ○ 
中１心電図 

（未受診者、放課後＠保健室） 

高１心電図・胸部 X線 

（未受診者、放課後＠保健室） 
 

21 火 ○ 
中体連推戴式・生徒総会 

(⑥～＠第２体育館) 

生徒総会・高校総体推戴式 

(⑥～＠第１体育館) 
 

22 水 ○ 身体測定（⑤～）  

23 木 ○   高１・２選択科目説明会⑦  

24 金 ○      

25 土    土曜休業日 第１回英検  

26 日        

27 月 ○      

28 火 ○ 
  

高３大学入学共通テスト模試・６月

（①～⑦） 
 

29 水 ○ 
  

高３大学入学共通テスト模試・６月

（①～⑦） 
 

30 木 ○ 中１宿泊研修（糸満）    

31 金 ○ 中１宿泊研修（糸満）    
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  学校通信 ５月号 
昭和薬科大学附属高等学校・中学校 校長発行 令和６年４月２５日発行 

■ 学校だより ■ 
新年度を迎えて 

 校長 冨里 一公 

 

新学期早々の４月３日朝、台湾沖で発生し

た地震で沖縄県全域に津波警報が発令され

出勤や業務開始時の慌ただしさの中で沖縄

社会が混乱したことは記憶に新しいところ

です。 

津波警報発令直後、浦添地区でも比較的標

高の高い本校には周辺住民の方々が次々と

避難してきておりました。学校としてすぐに

駐車場・教室・トイレを一般向けに開放し、

避難してきた皆さんへ出来る限りの対応を

したところです。幸い、津波による本県への

大きな被害はなく午後には避難してきた皆

さんも自宅へ戻って行かれました。 

避難してきた皆さんに学校として出来る

限りの対応はしましたが、我々も初めての事

態で果たして十分なケアが出来ていたの

か？と思案していたところ、翌日、学校に避

難をしてきた一人の女性から手紙とともに

お菓子が届き、手紙には、以下の文章が書か

れておりました。 

原文のまま・・「私は 95歳の祖母と一緒に
避難をしました。各地で起こった地震・津波
の状況から私たち家族の避難場所は『昭和薬
科の高台』と決めています。・・・・・・今
回避難すると、「たくし屋」やコンビニは満
車で車が通ることも困難な状態でした。その
時、向かいの昭和薬科が駐車場を開放してい
ただき駐車することができました。また、不
安ななか祖母と車の中で津波のニュースを
見ていると、少年二人と男性が近寄ってきて
車の窓をコンコンとしました。「僕は昭和薬
科の生徒です。学校の中でエアコンが効いた
部屋を準備しています。体調が悪いときなど

利用して下さい」と言ってくださりました。
丁寧な言葉遣いと対応に私と祖母は、とても
感動しました。彼らも不安なはずなのに駐車
している一台一台に声をかけている姿に涙
が出ると同時にとても安心しました。・・・・
トイレの使用を許可したり、トイレの案内表
示を車から見えやすいように貼り出したり、
道に出て車を誘導したりと、気配り・目配り・
心配りの対応をしていただき本当にありが
とうございました・・・」 
前述したように我々としては避難してき

た皆さんにどれだけのサービスや対応がで

きていたのか？と不安でしたがこの手紙を

いただきホッとしたところであります。校長

として当日、職員や生徒が迅速かつ機敏に行

動をしてくれたことに心よりの敬意を表す

るとともに今回の経験を教訓として次なる

事態に備えたいと思っております。 

４月８日には第 39 回入学式を挙行し、 

211 名のフレッシュな中学１年生を迎え学

校も活気に満ちあふれています。昨年 50周

年事業を終えた我が昭和薬科附属高等学校・

中学校が次の 100年に向けて 51年目のスタ

ートを切る本年度、校長として①中間考査の

廃止②夏休み 40 日間の確保③高校生への

BYODの実施の３つの改革を行います。 

生徒には始業式の校長訓話でこの３つの

改革が成功するか否かは生徒諸君の頑張り

と努力に掛かっていることを伝えました。ま

た、我々教える側の教職員も 51年目の新た

な歴史に向かって自分自身の教育理念や使

命を改めて問い直し「昭和薬科に入学して良

かった」と生徒・保護者に言っていただける

よう一丸となって頑張る所存であります。 

令和６年度も保護者の皆様並びに学校関

係者の皆様の本校教育活動へのご理解とご

協力をよろしくお願い申し上げます。 
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☆離任・赴任の職員☆ 

3月で離任された職員 4月から赴任された職員  春は別れと出会いの季節です。 

 離任された職員の皆さん、本当

にお疲れ様でした。次のステージ

でのご活躍を祈念しております。 

 新たに本校に赴任された職員

の皆さん、これから宜しくお願い

します。 

大城 亜希菜（国語科） 増田 惣（国語科） 

安藤 航洋（社会科） 後藤 豊周（社会科） 

仲村 将貴（社会科） 丸山 敬史（社会科） 

山城 祐二（社会科） 大城 清華（数学科） 

堀田 達哉（理科） 吉嶺 祐樹（数学科） 

中尾 朋央（理科） 眞喜志 康智（英語科） 

伊禮 清（英語科） 柴田 千絵（英語科） 

浦崎 志麻（英語科） 吉田 正（総合） 

吉岡 秀樹（情報科） 新垣 由季（図書館） 

安里 菜奈美（芸術科）  

北林 公(総合)  

糸数 朋子（図書館）  

 

☆進路指導部より☆ 

１．必修模試（５月実施） 

学年 業者 模擬試験 方式 実施日 

高３ ベネッセ 大学入学共通テスト模試・６月 マーク 5/28(火)、29(水) 

      

２．希望制模試（５月実施・申込分）※実施日順 

学年 業者 模擬試験 方式 実施日 受験料 申込期間 

高３ 河合 プライムステージ模試 記述 5/6(月・祝) ¥4,610 申込終了 

中３ 

高１ 
河合 第１回全統高１模試 記述 5/19(日) ¥3,510 申込終了 

高１ 

高２ 
河合 第１回全統高２模試 記述 5/19(日) ¥3,510 申込終了 

高２ 駿台 第１回高２駿台全国模試 記述 6/8(土) ¥3,600 4/19(金)～4/25(木) 

高３ 駿台 第１回駿台全国模試 記述 6/8(土) ¥4,300 4/19(金)～4/25(木) 

高３ 学研 志望理由書テスト 小論文 
6/24(月) 

放課後 
¥2,250 4/26(金)～5/10(金) 

※Google Formsでの申込みです。学校 HP⇒進路だより⇒模試申込 から申し込んでください。

質問があれば進路指導室の松本まで連絡下さい。 

※支払いは口座引き落としになります。 

 



3 

３．奨学生募集について 

(１)大学予約 ☆大学進学に向けた奨学金募集です 

募集組織の名称 区分 対象学年 

①日本学生支援機構 貸与・給付 高３・既卒(４７期・４８期) 

②Ｚ会奨学金 給付 高３ 

③交通遺児育英会 貸与 高３・既卒 

④あしなが育英会 貸与・給付 高３・既卒 

※①について、高３は４/２３(火)に開催した講演会への参加が申し込み条件です。 

 

(２)高校在学・高校予約 

募集組織の名称 区分 対象学年 

①日本教育公務員弘済会 給付 高校在学生 

②沖縄県国際交流・人材育成財団 貸与 高校在学生 

③朝鮮奨学会 給付 高校在学生 

④あしなが育英会 貸与・給付 高校在学生 

⑤久米国鼎会 給付 高校３年生 

⑥交通遺児育英会 貸与 中３・高校在学生 

※①⑤は学校からの推薦人数が決められているため、申し込みが多数になった場合は校内 

選考となります。 

※⑥は令和６年度から他の奨学金との併用が可能です。 

☆奨学金に関しての情報は、各学級・学校 HP・GoogleClassroom等で案内をしております。

何かご不明な点がありましたら、真栄平 敦(進路指導部・奨学金担当)までご連絡ください。 

 

 

☆事務室より☆ 

◎学修諸費振替 

５月の学修諸費口座振替はございません。次回は６月１０日(月)を予定しております。 

口座振替の内容については BLEND メニュー「リンク集」→「学修諸費」→該当学年       

でご確認いただけます。 

 

  


